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研究要旨 

 

成人眼科検診における黄斑疾患のスクリーニング法を検討するために、日本人の加齢黄

斑変性（AMD）の特徴について検討した。特に AMD 全体の有病率と臨床的特徴・ポリー

プ状脈絡膜新生血管（PCV）の特徴・脈絡膜透過性亢進を伴う滲出型加齢黄斑変性や日本人

の萎縮型加齢黄斑変性などについては、その初期変化である drusen や、境界疾患として注

目が集まる Pachychoroid neovasculopathy等に着目しさらに詳細な検討を行った。その結
果、日本人における AMD は増加の一途をたどっており、特に初期変化である drusen の診

断には一般的な眼科検診に加えて、造影眼底撮影や光干渉断層計（OCT）がその検出には

有効であることが再確認された。黄斑疾患のスクリーニングにおいては OCTの活用の重要

性が増している一方で、遺伝子の活用も今後には期待されるが、スクリーニングに活用で

きるところまでは成熟した研究結果が得られていないことも確認された。黄斑疾患のスク

リーニングにおいては、従来の眼底写真や眼底検査に加えて、OCT の活用も重要と考えら

れる。 

 

A.	 研究目的 

本年度は日本人の加齢黄斑変性の検診方

法について診療実態の調査を継続した。 

日本人の加齢黄斑変性（AMD）には、欧

米人で記載されてきた特徴が必ずしも当て

はまらないことがある。日本人と欧米白人

の AMD の臨床像の違いを踏まえ、光干渉

断層系（OCT）を最大限に活用し、日本人

AMD で有効な検診方法について調査を継

続した。 

 

 

B. 研究方法 

報告されている論文などの精査を行い、

日本人の AMD 有病率と臨床的特徴・ポリ

ープ状脈絡膜新生血管（PCV）の特徴・脈

絡膜透過性亢進を伴う滲出型 AMD・日本人

の萎縮型 AMD、について収集した情報をま

とめた。 

 

（倫理面への配慮） 



本研究はヘルシンキ宣言の趣旨を尊重し、

関連する法令や指針を遵守したうえで行っ

た。	

 
C. 結果 

	 AMDは滲出型と萎縮型に分けられ、ドル
ーゼンと色素沈着が重要な初期変化である。

日 本 人 後 期 AMD 症 例 の 14% に
pseudodrusenを認め、地図状萎縮・網膜血
管腫状増殖と関連があり、高率に両眼性に

後期AMDを発症することがわかっている。
ARMS2 遺伝子における一塩基多型が加齢
黄斑変性の発症と関与していることも報告

さ れ て い る が 、 ARMS2 遺 伝 子 が

pseudodrusen にも関与している事も判明
した。また日本人の pseudodrusen 症例は
大きく 2 つのタイプに分けられ、これには
CFH I62V遺伝子が関与していることも理
解が進んだ。こうした症例での診断には、

OCTが感度・特異度とも最も良いことを示
し 、 波 長 掃 引 型 OCT を 用 い て

pseudodrusen 症例では脈絡膜が菲薄化し、
脈絡膜血管密度が低下していることを報告

した。更に pseudodrusen 症例では網膜感
度が低下していて、網膜感度の低下は

pseudodrusenの位置・数と相関することを
も判明した。pseudodrusenは後期加齢黄斑
変性の危険因子であるだけでなく、それ自

体が視機能障害を引き起こすわけであり、

早期加齢黄斑変性の段階から視機能障害を

予防する治療の開発・研究が必要であるが、

その際に OCT が果たす役割は大と考えら
る。 
 
	 滲出型 AMD の表現型がアジア人と欧米
人で大きく異なることが知られている。欧

米人の AMD では高頻度に見られるドルー
ゼンがアジア人の AMD では必ずしも存在
しない。欧米人の AMD ではポリープ状脈
絡膜血管症(PCV)の頻度は高くないが、ア
ジア人のAMDではPCVが約半数を占める。
こうした表現型の違いは、民族差だけでは

説明が困難であり、疾患概念そのものを見

直 す 必 要 が あ る 。 Pachychoroid 
neovasculopathy は中心性漿液性網脈絡膜
症 あ る い は pachychoroid pigment 
epitheliopathy に続発して生じた脈絡膜新
生血管の新しい概念である。pachychoroid 
neovasculopathy がこれまで滲出型 AMD
と考えられてきた症例の 20%に存在し、
pachychoroid neovasculopathyは表現形・
遺伝子型とも滲出型 AMD とは異なること
が示されてきた。今年度は、pachychoroid 
neovasculopathy と滲出型 AMD の前房水
中VEGF濃度が異なることが新たに判明し
た(Hata et al. IOVS 2017)。これらの結果
は、pachychoroid neovasculopathy と滲出
型 AMD の脈絡膜新生血管発症メカニズム
が異なっていることを示唆している。また

pachychoroid neovasculopathyという考え
方により、アジア人と欧米人の AMD の違
いを説明できる可能性もある。現在この

pachychoroid関連疾患に注目し、さまざま
な臨床研究が継続されている。 
 
D. 考察 

日本人における AMD は増加の一途を

たどっており、一般的な眼科検診に加えて、

造影眼底撮影や OCT がその検出には有効

であるとされている。黄斑疾患のスクリー

ニングにおいては OCT の活用の重要性が

ましている。遺伝子の活用も今後には期待



されるが、スクリーニングに活用できると

ころまでは成熟した研究結果が得られて

いない。 

 

E. 結論 

黄斑疾患のスクリーニングにおいては、

従来の眼底写真や眼底検査に加えて、OCT

の活用も重要と考えられる。 
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